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活　　動　　名

主　　催　　者
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協議会以外の
共催・後援等

実　施　時　期

実　施　規　模

実施事業費

実施状況写真

令和4年3月11日（金）・12日（土）

今般の遊覧船事業の実施にあたっては、国交省運輸局との航路調整等が伴い、今後の

今後の事業化に向けたモニターツアーとして、参加対象者を成人に限定したため、子ども

参加者約１３０名

【以下の内容を盛り込んだ1運航約100分の遊覧コースを2便×2日実施】

◆参加者アンケートの実施

1,283,205　円

◆城下町の歴史にまつわる湾内スポットやカキの養殖イカダの見学

みなと振興・国際交流課 0773-66-1037

中山　隆司 minato@city.maizuru.lg.jp

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す
る上で注意する点）

　活　動　全　般

みなとオアシスへの登録に向けた取組として、舞鶴西港にて遊覧船モニターツアーを実施。

新たな観光コンテンツの開発やまちの賑わい創出に向けた検証を行った。

　他の会員の参考となる新しい試みやコロナ対策等

市記者クラブへ取材依頼のため、プレス資料を提出。

3/13・3/15の各誌朝刊に関連記事掲載（朝日・京都・産経）

チラシを作成・配布するとともに、舞鶴観光協会ＨＰに掲載。

京都新聞社・朝日新聞社・読売新聞社が乗船参加。

「もっと長い時間乗っていたい」「お花見や花火など、他のイベント時にも運航して欲しい」

「船の上から舞鶴のことを知れて楽しかった」「養殖いかだの詳しい見学できれば嬉しい」

参加者の反響
（参加者の声）

クルーズ寄港時の賑わい創出も想定した今次実証事業であり、同期間で実施中であった

実　施　概　要

参加者全員アンケートを実施し、今後の事業化に向けて、強みや課題を整理。

街歩きイベントのＰＲを乗船前後に行い、海・港をツールとした周遊促進などに取り組んだ。

◆カキのふるまい

別紙のとおり

事業化においても航路申請等の認可整理が必要な手順の一つとなっている。

連れでの乗船参加をお断りする調整となった。

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

令和３年度活動報告書

舞鶴市

みなとオアシス登録に向けた賑わい創出実証事業

みなとオアシス京都舞鶴港連絡会議（事務局：舞鶴市）

報　　告　　者
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実証事業 当日の様子①

1

受付会場 受付の様子

遊覧船出発前

遊覧出航



2

実証事業 当日の様子②

遊覧中の様子

遊覧中の様子

遊覧コース

かき小屋でのふるまい

船内の様子

下船の様子


